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五
月
二
七
日
、
高
知
中
部
森
林
管
理
署
と

物
部
森
林
組
合
は
、「
香
美
市
物
部
町
小
川
地

域
の
森
林
整
備
推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
国
有
林
と
民
有
林
が
連
携
し

て
作
業
道
開
設
や
間
伐
等
を
計
画
的
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
資
源
の
循
環
利
用
と
、

健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
は
、
香
美
市
物
部
町
小
川
地
域

に
所
在
す
る
国
有
林
三
七
七
ha
と
、
民
有
林

の
小
規
模
な
森
林
を
集
約
化
し
た
「
森
の
工

場
」
五
五
〇
ha
の
合
計
九
二
七
ha
を
対
象
と

し
て
、
今
年
度
か
ら
四
年
間
で
約
四
㎞
の
作

業
道
を
開
設
し
、
一
三
三
ha
の
間
伐
等
の
森

林
整
備
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　

今
年
一
月
に
森
林
組
合
長
か
ら
署
長
に
「
国

有
林
道
の
終
点
か
ら
民
有
林
に
到
達
す
る
作

業
道
を
設
け
た
い
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

と
の
相
談
が
あ
り
、
話
し
合
い
を
続
け
た
結

果
が
協
定
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
定
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
協

定
区
域
に
国
有
林
分
収
造
林
や
公
団
造
林
、

市
有
林
等
を
含
む
た
め
、
こ
れ
ら
関
係
者
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
と
も
、
管
内
の
森

林
・
林
業
の
再
生
・
発
展

に
資
す
る
よ
う
に
、
民
有

林
関
係
者
と
一
層
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

〈高知中部森林管理署〉

二村署長と小松物部森林組合長協定調印
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六
月
一
〇
日
、
四
国
森
林

管
理
局
に
お
い
て
、
第
一
回

目
の
技
術
開
発
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

技
術
開
発
委
員
会
は
、
森

林
生
態
学
、
林
木
育
種
、
遺

伝
資
源
、
民
有
林
管
理
経
営

の
専
門
家
等
の
委
員
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
二
年

度
に
実
施
し
た
五
課
題
の
調

査
結
果
及
び
二
三
年
度
新
規

課
題
の
「
か
か
り
木
処
理
器

具
の
改
良
及
び
伐
採

方
法
の
検
討
」
（
平
成

二
三
年
度
林
野
庁
重
点

課
題
に
選
定
）
を
加
え

た
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
『
試

験
課
題
「
天
然
林
に
お

け
る
ス
ギ
天
然
更
新
技

術
の
確
立
」
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
ッ
ト
内
の
調

査
結
果
に
つ
い
て
、
稚

樹
が
発
生
と
消
長
を
繰

り
返
し
て
い
る
原
因
に

つ
い
て
、
発
生
し
た
稚
樹
の
成

長
量
と
併
せ
て
周
囲
の
広
葉
樹

の
調
査
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

試
験
課
題
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ

囲
い
ワ
ナ
に
関
す
る
研
究
」

に
つ
い
て
は
、
複
数
頭
捕
獲

で
き
る
簡
易
・
安
価
な
試
験

に
期
待
し
て
い
る
。

　

試
験
課
題
「
か
か
り
木
処

理
器
具
の
改
良
及
び
伐
採
方

法
の
検
討
」
に
つ
い
て
は
、

器
具
重
量
の
軽
量
化
と
間
伐

現
場
へ
携
行
し
や
す
い
器
具

の
挑
戦
に
大
い
に
期
待
し
て

い
る
。
』
等
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
、
頂
い
た
こ
れ
ら
の

意
見
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
試
験
設
計
調
査
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
。

　
平
成
二
三
年
度

　
第
一
回
技
術
開
発
委
員
会
を
開
催

〈
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
〉

第１回技術開発委員会

  

国
際
森
林
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

      

「
古
い
に
し
えの
森
林
鉄
道
を
訪
ね
て
」

〈
指
導
普
及
課
〉

　

六
月
五
日
、
国
際
森
林
年

記
念
事
業
と
し
て
、
高
知
県

安
田
町
と
馬
路
村
の
昭
和
三
八

年
に
廃
線
と
な
っ
た
魚
梁
瀬

森
林
鉄
道
遺
産
と
魚
梁
瀬
の

千
本
山
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
を

「
中
芸
地
区
森

林
鉄
道
遺
産
を

保
存
・
活
用
す

る
会
」
及
び
「
魚

梁
瀬
森
の
案
内

人
ク
ラ
ブ
」
の

協
力
に
よ
り
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
公
募
に
よ
り
、
四
三

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
バ
ス
の
中
で

「
中
芸
地
区
森
林
鉄
道
遺
産
を

保
存
・
活
用
す
る
会
」
作
成

の
ビ
デ
オ
で
森
林
鉄
道
の
歴

史
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
つ

つ
現
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
訪
問
地
は
、
安
田

川
沿
い
に
残
る
明
神
口
橋
と

オ
オ
ム
カ
エ
隧
道
で
す
。
森

林
鉄
道
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
先
達
の
施
工
技

術
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
馬
路
村
入
り
口
に

レ
ー
ル
が
残
さ
れ
た
五
味
隧

道
に
降
り
立
ち
感
嘆
の
声
を

あ
げ
ま
し
た
。

　

次
は
、
魚
梁
瀬
の
丸
山
公

園
に
復
元
さ
れ
た
魚
梁
瀬
森

林
鉄
道
に
乗
車
し
ま
し
た
。

本
ツ
ア
ー
参
加
者
の
中
で
唯

一
の
児
童
が
特
別
に
機
関
車

へ
の
乗
車
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
魚
梁
瀬
の
シ
ン

ヤナセスギ
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ボ
ル
千
本
山
を
訪
れ
、
森
の

案
内
人
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
森
を
散
策
し
ま
し
た
。
参

加
者
に
は
美
林
が
広
が
る
展

望
台
ま
で
み
て
貰
い
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
連
日
の
雨
に

よ
り
、
整
備
し
て
あ
る
木
道

が
滑
り
危
険
で
あ
る
た
め
、

今
回
は
残
念
な
が
ら
、
森
の

巨
人
百
選
の
「
橋
の
大
杉
」

付
近
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
歴
史
を

大
切
に
保
存
し
、
伝
え
て
い

く
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と

だ
と
思
っ
た
。
」
「
ヤ
ナ
セ
ス

ギ
が
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
癒
さ
れ
ま
し
た
。
」
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
、
有
意
義
な

一
日
で
し
た
。

  

ふ
れ
あ
い
親
子
体
験
ツ
ア
ー

     

『
森
と
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
開
催

〈
指
導
普
及
課
〉

　

六
月
一
一
日
、
「
ふ
れ
あ
い

親
子
体
験
ツ
ア
ー
」
を
、
公

募
に
よ
り
募
集
し
た
、
親
子

一
五
組
、
三
〇
名
が
参
加
し

て
、
高
知
県
い
の
町
脇
の
山

の
四
国
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ

ラ
ザ
本
川
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ

の

ツ

ア

ー

は
、

平

成

一
五
年
か
ら
四
国
森
林
管
理

局
と
四
国
電
力
高
知
支
店
の

共
催
で
実
施
し
て
お
り
、
今

回
で
九
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
初
の
予
定
は
、
ア
メ
ゴ

の
放
流
、
発
電
シ
ス
テ
ム
の

勉
強
、
発
電
所
の
見
学
、
森

林
教
室
、
木
工
教
室
、
木
の

オ
モ
チ
ャ
ゲ
ー
ム
、
国
有
林

試
験
地
の
見
学
で
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
こ
ど
も
達
が

楽
し
み
に
し
て
い
た
ア
メ
ゴ

の
放
流
は
前
日
か
ら
の
大
雨

の
た
め
、
川
が
増
水
し
危
険

と
の
判
断
か
ら
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

開
会
は
、
四
国
電
力
本
川

発
電
所
の
四
国
電
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ラ
ザ
で
、
当
局
の
指

導
普
及
課
長
が
、
「
森
と
水
、

そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
見
て
聞
い
て
体
験
し
て
く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
そ
の
後
、

発
電
所
の
発
電
シ
ス
テ
ム
を

勉
強
を
し
て
、
地
下
深
く
に

あ
る
本
川
発
電
所
の
揚
水
発

電
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
で
は
、
普
段
見

る
こ
と
の
出
来
な
い
発
電
所

の
設
備
に
、
参
加
者
は
、
興

味
深
げ
に
説
明
に

聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

次
は
、
同
会
場

内
で
、
森
林
教
室

で
森
林
と
水
と
の

関
係
に
つ
い
て
勉

強
し
、
続
い
て
木

工
教
室
で
、
木
の

枝
の
木
片
や
竹
な

ど
を
材
料
と
し
た

貯
金
箱
な
ど
を
完

成
さ
せ
、
木
で
作
っ

た

オ

モ

チ

ャ

の

ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
四
国
電
力
の
石

井
課
長
か
ら
、
「
木
に
触
れ
、

森
を
育
て
水
を
大
切
に
し
、

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切

に
使
う
よ
う
」
参
加
者
に
お

願
い
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
バ
ス
で
の
帰
路
、

国
有
林
が
実
施
し
て
い
る
技

術
開
発
試
験
林
を
見
学
し
全

行
程
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
雨
天
の
た
め
一

部
予
定
変
更
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
に
と
っ
て
森
と

水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
を

新
た
に
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

パズルを楽しむ
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五
月
二
〇
日
、
四
万
十
市

立
津
野
川
小
学
校
の
児
童
一

～
五
年
生
一
六
名
を
対
象
に
、

木
工
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
身
近

に
あ
る
自
然
素
材

を
使
っ
た
楽
し
い

小
物
作
り
を
、
異

学
年
で
協
力
し
て

取
り
組
み
、
互
い

の
交
流
を
図
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し

た
も
の
で
す
。

　

始
め
に
、
当
セ

ン
タ
ー
の
活
動
・

概
要
や
道
具
の
安

全
な
使
い
方
を
説

明
し
て
四
班
に
分

　

五
月
五
日
の
子
供
の
日
に
、

四
万
十
市
竹
屋
敷
と
西
土
佐

藤
ノ
川
、
四
万
十
町
大
井
川

の
境
に
そ
び
え
る
「
堂
ケ
森
」

 

堂
ケ
森
地
蔵
祭
で

　
　
　
木
工
教
室

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

山
に
、
足
摺
岬
金
剛
福
寺
の
七

地
蔵
の
う
ち
一
体
を
拝
受
し
て

安
置
し
、
お
堂
が
造
ら
れ
た
こ

と
で
「
堂
ケ
森
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
今
で
も
麓
の
住

民
に
よ
る
お
祭
り
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
小
雨
の

降
る
天
候
で
し
た
が
、
祭
り

の
始
ま
る
頃
に
は
晴
れ
、
今

年
も
、
た
く
さ
ん
の
地
域
住

民
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
、
バ
ナ
ナ
の
た

た
き
売
り
や
、
ち
び
っ
子
相

撲
、
女
相
撲
、
最
後
に
も
ち

投
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当

セ

ン

タ

ー

で

は
、

堂

ケ
森
周
辺
を
森
林
教
室
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
し

て
お
り
、
今
年
も
動
物
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
作
り
で
祭
り
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
児
や
低
学
年
の
児

童
で
も
簡
単
に
作
れ
る
よ
う
、

あ
ら
か
じ
め
木
の
輪
切
り
の

部
品
を
袋
詰
め
し
、
五
〇
セ
ッ

木
工
ク
ラ
フ
ト

「
宝
も
の
出
来
上
が
り
」

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

山
頂
に
あ
る
お
堂
で
堂
ヶ
森

地
蔵
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

堂
ヶ
森
は
、
大
川
奥
山
国

有
林(

旧
中
村
市)

、
虫
木

山
国
有
林(

旧
西
土
佐
村)

、

野
々
川
山
国
有
林(

旧
十
和

村)

の
接
す
る
標
高
八
五
七

ｍ
の
山
で
、
山
頂
周
辺
は
土

佐
堂
ヶ
森
風
景
林
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
応
仁

の
乱
を
逃
れ
京
都

か
ら
土
佐
国
幡
多

の
庄
本
郷
中
村
へ

下
向
し
た
一
条
教

房
公
が
、
中
村
を

中
心
と
し
て
東
西

南
北
へ
通
じ
る
道

を

開

き

ま

し

た
。

そ
の
後
、
中
村
と

十
和
を
結
ぶ
道
中

で
一
番
高
い
こ
の

堂ヶ森祭（女子相撲）

ト
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

木
工
用
ボ
ン
ド
で
貼
り
付

け
れ
ば
良
い
だ
け
で
す
が
、

自
然
木
の
輪
切
り
な
の
で
出

来
上
が
っ
た
動
物
の
表
情
は

千
差
万
別
で
、
「
か
わ
い
い
ク

マ
に
な
っ
た
」
「
な
ん
か
ネ
ズ

ミ
み
た
い
」
と
連
休
の
一
日

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

協働作業中



	 グリーン四国	 №1095	 2011（H23）6月号

― 5 ―

　

五
月
二
五
日
、
松
野
町
立

松
野
西
小
学
校
の
四
年
生

二
一
名
を
対
象
に
、
森
林
教

室
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

松
野
西
小
学
校
四
年
生
の
総

校
庭
で
樹
木
学
習

 

（
ナ
ン
テ
ン
の
実
は

　
　
咳
止
め
の
お
薬
）

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

合
学
習
の
テ
ー
マ
「
森
の
学

習
」
に
基
づ
き
年
間
七
回
予

定
し
て
い
る
中
の
第
一
回
目

で
す
。

　

最
初
に
所
長
か
ら
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る

事
業
や
、
今
年
は
国
際
森
林

年
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
次
に
樹
木
の

話
に
移
り
、
針
葉
樹
と
広
葉

樹
の
違
い
、
単
葉
と
複
葉
の

違
い
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、

学
習
す
る
木
の

名
前
を
書
い
た

紙
を
探
検
バ
ッ

ク
に
挟
み
校
庭

へ
移
動
し
ま
し

た
。

　

校
庭
の
木
に

は
予
め
番
号
札

が
取
り
付
け
ら

れ
て
お
り
、
も

ら
っ
た
紙
と
照

ら
し
合
わ
せ
る

こ

と

に

よ

り
、

木
の
名
前
が
解
る
仕
掛
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
番
号

札
を
た
ど
り
な
が
ら
名
前
や

特
徴
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い

き
ま
す
。

　

ナ
ン
テ
ン
の
実
は
咳
止
め

の
薬
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
サ
ツ
キ
は
旧
暦
の
五
月

に
花
が
咲
く
こ
と
か
ら
そ
の

名
前
が
付
い
て
い
る
こ
と
等
、

三
十
七
の
樹
種
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。

　

ま
た
児
童
の
中
に
は
、
木

の
実
が
鳥
に
食
べ
ら
れ
糞
と

し
て
地
面
に
落
ち
、
そ
れ
が

発
芽
し
成
長
す
る
こ
と
に
よ

り
自
分
た
ち
の
仲
間
を
増
や

し
て
い
る
こ
と
を
キ
チ
ン
と

説
明
で
き
る
子
も
お
り
、
我
々

職
員
や
先
生
を
驚
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　

教
室
へ
戻
っ
て
か
ら
は
、

「
校
庭
に
は
色
々
な
種
類
の

木
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
」

「
葉
っ
ぱ
に
も
色
々
な
形
が
あ

る
こ
と
が
解
り
、
葉
っ
ぱ
コ

レ
ク
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
」

等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
を
通
し
て
、
樹

木
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
機
会

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
授
業
は
、
宇
和

島
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
取
材

を
受
け
、
夕
方
の
番
組
で
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

この木がナンテンだよ

「
第
三
七
回
剣
山

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
」

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

か
れ
木
工
ク
ラ
フ
ト
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
「
何
を
作
ろ
う
か

な
？
」
と
悩
ん
で
い
ま
し
た

が
、
見
本
ど
お
り
に
ク
マ
の

置
物
や
動
物
の
ス
ト
ラ
ッ
プ

な
ど
を
作
ろ
う
と
す
る
児
童
、

全
く
独
自
の
発
想
で
作
り
始

め
る
児
童
と
様
々
で
し
た
。

そ
れ
で
も
約
一
時
間
半
程
度

と
短
い
な
が
ら
も
自
作
の
宝

も
の
が
次
々
に
完
成
す
る
と
、

皆
、
と
て
も
満
足
そ
う
な
表

情
で
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、
「
か
わ
い
い

ク
マ
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
出

来
て
う
れ
し
か
っ
た
」
「
枝
を

ノ
コ
ギ
リ
で
切
る
の
が
難
し

か
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
に

慣
れ
て
き
て
、
上
手
く
切
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

森
林
や
木
材
へ
の
関
心
・

興
味
に
繋
が
る
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。

　

六
月
五
日(

日
）
、
剣
山
に

お
い
て
「
第
三
七
回
剣
山
ク

リ
ー
ン
ハ
イ
ク
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
徳
島
県
勤
労
者

山
岳
連
盟
主
催
で
剣
山
自
然

休
養
林
等
保
護
管
理
協
議
会

の
協
賛
に
よ
る
企
業
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
で
剣
山
の
登
山
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ゴ
ミ
の
持
ち
帰

り

は
、

登

山

者

の
最
低
限
の
マ

ナ
ー
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
登
山
リ
フ

ト
西
島
駅
周
辺
の

国
設
キ
ャ
ン
プ
場

に
設
置
さ
れ
て
い

た
、
古
く
な
っ
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
管

を
ハ
ン
マ
ー
・
ワ

イ
ヤ
ー
カ
ッ
タ
ー

等
を
使
っ
て
細
か

く
破
砕
し
、
設
置

さ
れ
て
い
た
八
個
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
管
を
撤
去
・
解
体
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
や
関

係
機
関
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協

力
を
図
り
な
が
ら
、
清
掃
活

動
等
を
通
し
て
剣
山
自
然
休

養
林
の
保
護
管
理
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

５
・
３
０
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）
に

～
関
係
機
関
等
と

連
携
し
不
法
投
棄

パ
ト
ロ
ー
ル
～

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

五
月
三
〇
日
、
全
国
ご
み

不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク

（
三
〇
日
～
六
月
五
日
）
に

合
わ
せ
、
高
松
市
主
催
に
よ

り
、
当
所
や
関
係
行
政
機
関
、

衛
生
組
合
協
議
会
、
警
察
等

五
〇
名
で
編
成
さ
れ
た
「
不

法
投
棄
者
調
査
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
所
は
、
屋
島
国
有
林
が

あ
る
屋
島
地
区
を
巡
回
し
、

不
法
投
棄
の
監
視
や
ゴ
ミ
の

回
収
を
行
い
ま
し
た
。

　

屋
島
は
、
瀬
戸
内
海
に
突

き
出
し
た
溶
岩

台
地
で
、
源
平

合
戦
の
古
戦
場

と
し
て
名
高
い

観

光

地

で

あ

り
、
史
跡
・
天

然
記
念
物
や
瀬

戸

内

海

国

立

公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
る
と
と

も

に
、

レ

ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
森
の
風
景
林

に
も
指
定
し
て

い
る
貴
重
な
国

有
財
産
で
す
。

　

当
日
は
、
県
道
沿
線
に
お

い
て
、
じ
ゅ
う
た
ん
や
解
体

さ
れ
た
ベ
ッ
ト
、
生
活
ゴ
ミ

な
ど
を
回
収
し
、
警
察
に
よ

る
投
棄
者
の
特
定
に
つ
な
が

る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

屋
島
国
有
林
の
不
法
投
棄

に
つ
い
て
は
、
高
松
市
や
警

察
等
と
連
携
し
た
撤
去
活
動
、

摘
発
に
よ
り
年
々
減
少
し
て

来
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

日
常
の
巡
視
や
看
板
設
置
等

に
よ
る
未
然
防
止
の
取
組
に

よ
り
、
不
法
投
棄
を
な
く
す

よ
う
保
全
管
理
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

コンクリート管ゴミ入れの撤去

道
等
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨

の
中
の
作
業
と
な
り
ま
し
た

が
、
八
二
名
が
参
加
し
、
配

布
さ
れ
た
ゴ
ミ
袋
を
持
っ
て
、

見
の
越
駐
車
場
か
ら
各
々
が

登
山
道
の
清
掃
活
動
を
行
い
、

合
計
一
九
八
㎏
の
ゴ
ミ
が
回

収
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
署
か
ら
は
、
森
林
官
を

含
め
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ゴミ回収中


